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答えは『信長公記』の中にあった！答えは『信長公記』の中にあった！

　織田信長が今川義元の大軍をやぶっ
た桶狭間の戦いはあまりにも有名で
ある。奇襲による勝利で古戦場が名古
屋市と豊明市の二か所できてしまうな
ど、これほど多くの謎に包まれた合戦
もない。地元桶狭間にお住まいの著者
尾畑太三氏（78）は「訪れる人に少し
でも正確な説明をしたい」との一念か
ら研究に取り組み、その著『証義・桶
狭間の戦い』の中でこれまでにない桶
狭間論を展開されることになった。

◎“隠し文”にだまされてきた桶狭間の合戦

　合戦の基本史料と言われているのが
太田牛一の『信長公記』（以下『公記』
と略）の首巻部分である。これがまた
難解で、多くの説を生むことになった。
合戦は永禄 3年（1560）に起きてい
るが、その年号自体を天文21年（1557）
と記しており、不可解なところは自分
の都合のよいように解釈されがちだっ
た。
　著者はこの首巻部分を暗記するほど
読み込むうちに、牛一ならではの独特
の“隠し文”があることに気付かれた。
『公記』は信長の公式記録と言われて
いるほどのものだが、その首巻は著者
の「覚え書き」とか「備忘録」とかいっ
た程度のものだ。本来は別個の書き物
が合本されて一冊になっており、そ
うだとすれば、首巻部分は著者自身に
なり切って読む必要があると考えられ
た。
　信長の父信秀の死亡年についてはこ
れまでに天文18年と同 20年、21年
の三説が出されている。菩提寺の万松
寺（名古屋市中区）では20年に葬儀（実

は追善供養）が営まれ、位牌は21年
となっている。いつ信秀が死に、信長
がその跡を継いだかは重要な節目だ。
　愛知県江南市で発見された戦国史料
『武功夜話』は3年間喪を伏せるよう
にと遺言して天文18年に死んだとし
ていたが、これは異説としてしか見ら
れてこなかった。その根拠の一つにさ
れてきた『公記』自身が、実は3年間
の秘喪を守っていたというのである。
著者尾畑氏がこれを読み解かれた意義
は大きい。
　それによると『公記』は信秀の死後
に起きた春日井の騒動を死ぬ前のこと
とし、鳴海城の山口左馬助親子が義元
側に寝返り、その翌年に赤塚の戦いが
起きたとしているが、それぞれ実際よ
り3年ずつずらすなどの“工作”をし
ていた。これによって『公記』に基づ
くこれらの年号は否定された。
　鳴海城の左馬助親子の離反が桶狭間
合戦の伏線となっていた。左馬助は信
秀が死ぬと隣接する大高、沓掛の両城
主を誘い義元側に寝返ったが、牛一が
桶狭間合戦の年号を故意に天文21年
と書いたのは、3年ずらした親子の離

反した年に合わせたものだった。合戦
の描写の中にも“隠し文”があり、そ
の解釈を巡ってはまるで『魏志倭人伝』
を読むにも似て様々な論議があるが、
著者はそれらを見事に読み解いてみせ
ている。
　詳しいことは同書に譲るが、『公記』
は義元がこの左馬助親子を駿府に呼
び、切腹させたとも書いている。これ
も真っ赤なウソで、親子は赤塚の戦い
で死んでいた。戦いを引き分けのよう
に過小に書いているが、親子が戦死す
るほどの激戦だったのである。

◎ 郷土史は野に在る“偉人”を掘り起こせ

　桶狭間の合戦は多くの謎を残した。
左馬助親子が寝返らなければならな
かった原因は何だったのか？　信長は
桶狭間へどのルートを通って行ったの
か？　また、義元は来てもいなかった
のに『公記』はどうして「今川義元沓
懸に参陣」と書いたのか？　その義元
はなぜ鎌倉街道から遠く離れた大高城
を目指したのか？　そして、その戦略
とは一体どんなものだったのか？　尾
畑氏は『公記』をはじめとする多くの
史料を読み解くことにより、これまで
にない論陣を張られている。
　タイトルに「証義」と付けられたの
も著者である。小生の頭の中には「証
義」という言葉そのものがなく、せい
ぜい考え出せても「徹底検証」とする
くらいのものでしかなかった。これも
数多くの文献をあさり、その真偽など
を見極めてこられた著者ならではのも
のだ。
　これまでだれもが不思議に思いなが
らも、なかなか読み解けなかった『公
記』の首巻部分。とりわけ桶狭間の戦
いは年号や方角なども写し間違いなど
として片付けられ、様々な論議を呼ぶ
ことにもなっていた。著者は地元にい
る強みも生かし、本書で一つの結論を
出された。

『証義・桶狭間の戦い』の中で『証義・桶狭間の戦い』の中で
これまでにない桶狭間論を展開これまでにない桶狭間論を展開

名古屋市緑区の桶狭間古戦場公園に建つ両雄の銅像
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新刊ダイジェスト ※価格は総額（税込）表示です。

　清岡道之助は名もなく若き土佐藩の郷士であ
る。山内一豊の移封以来長く虐げられてきた郷士
たちは、激動の幕末において土佐勤王党の結成に
より、藩より国事の周旋、尊王攘夷という大義名
分を与えられて燃え上がった。だが、政変により
藩は非情にも彼等を切り捨てる。捕らわれた武市
半平太ら同志を救出するため、清岡は２２士を糾
合して立ち上がるが果たせず、逃れた阿波藩から

引き渡され、取り調べもないまま徒党強訴の汚名
を着せられて、奈半利川原で斬首される。私を棄
て、憂国、理想実現に命を賭けて散っていった無
名の青年たちの無念を、史実の注釈を加えながら、
小説仕立てで浮かび上がらせる。
◆1800円・Ａ５判・288頁・飛鳥出版室・高知・
2010/11刊・ISBN978-4-88255-136-2

『幕末の土佐　清岡道之助』●吉良川文張著

　幕末の太平洋漂流というと、ジョン万次郎ばか
りが有名であるが、実は、嵐に遭うなどして無数
の日本人が漂流していた。本書はその中の万次郎
を含む８件を例にとって、波瀾万丈、歴史に翻弄
された彼らの人生について述べる。
　彼ら漂流者はアメリカ大陸、ハワイ、フィリピ
ン、中国各地に漂着したり、海上で運よく外国船
に拾われたりといろいろだが、当時、鎖国をして

いた日本への帰国は困難を極め、港で入国を拒否
されて漂流先の国で生涯を終えた者も多かったと
いう。その一方で、日本に開国を迫るアメリカ、
イギリス、スペイン、ロシアなどの欧米各国は、
保護した漂流日本人を交渉の際の有利なカードと
して利用したという。
◆2310円・四六判・330頁・弦書房・福岡・
2010/11刊・ISBN978-4-86329-050-1

『幕末のロビンソン　－開国前後の太平洋漂流』●岩尾龍太郎著

　何の道具もなしに、ただただ丸いみかんの皮を
むき、何かの形にする。ユーモアの原点みたいな
温かい一冊。著者は20年前に友人から教えても
らったユニークな「みかんのむき方」に雷にうた
れたような衝撃を受け、以来ずっと面白いみかん
のむき方を研究・開発してきたという。2009年
YouTubeに動画をアップしたところ現在までシ
リーズ38万再生を更新中。自分以外のひとも「み

かんのむき方」を楽しんでくれることに喜びを感
じたそう。せっかくだからと自信作24作品をま
とめて出版するに至ったという。「腕時計みかん」
「指輪みかん」など「…」といったものから「ハ
ンドバックみかん」「手裏剣みかん」などちょっ
と気になるものまで。
◆945円・四六判・78頁・スモール出版・東京・
2010/12刊・ISBN978-4-905158-04-2

『みかんの面白いむき方大百科』●中村孝司著

　ユニクロのロゴをデザインしたアートディレク
ター佐藤可士和と「広告批評」創刊者の天野祐吉。
本書は二人の対談と佐藤が自らの歴史を語る島森
路子のインタビューから成る。明治学院大学のブ
ランディングを手がけた佐藤と天野のキャンパス
での公開対談。講演会に天野が助っ人参加をして
ユニクロや広告業界について語り合い、「広告批
評」のメモリアル・イベントでギャラリートーク

を繰り広げる。二人の独自の視点がどの対談にも
溢れており、“すぐれた広告の表現者は、同時に
すぐれた批評家でもある”という天野の言葉が新
鮮。 なお、本書は古いフランス装丁で、天の部分
を切りながら読む方式。これも時代に対して批評
的な天野の発案である。
◆1575円・四六判・165頁・天野祐吉作業室・東京・
2010/11刊・ISBN978-4-905016-02-1

『可士和式』●佐藤可士和・天野祐吉著

　これを学者でも研究者でもない在野
の人が成し遂げたというのも痛快であ
る。小社ではかつて『武功夜話』を世
に出した故滝喜義氏の研究成果を『前
野文書が語る戦国史の展開』と題して
出版している。今回のそれも従来の説

を野に在った人がひっくり返したとい
う点で共通するものがある。
　『証義・桶狭間の戦い』は一種の研
究書である。これに続いて著者の案内
で桶狭間までを歩く拙著『織田信長が
駆け抜けた道』というガイドブックも

出した。硬軟2書があいまって、桶狭
間の合戦を解明する一助にでもなれば
と思っている。
（ふなばしたけし・ブックショップマ
イタウン代表）
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(1)『みかんの面白いむき方大百科』945円・スモール出版　(2)『河野裕子』1890円・
青磁社　(3)『いのちの乳房』2625円・赤々舎　(4)『いい会社をつくりましょう。』
1260円・文屋　(5)『野菜のミニおかず２１０』1050円・ベターホーム出版局　(6)
『ルワンダ　ジェノサイドから生まれて』3465円・赤々舎　(7)『まめたろう』1680円・
東京子ども図書館　(8)『誰にも聞けなかったドラッグの話』1470円・アスクヒュー
マンケアー　(9)『戦国の聖地を巡る　－江・浅井三姉妹博覧会公式ガイドブック』
1260円・サンライズ出版　(10)『クラゲに学ぶ』2520円・長崎文献社　(11)『広
田弘毅の笑顔とともに』1785円・弦書房　(12)『自閉症の子どもたちの生活を支え
る』1575円・筒井書房　(13)『おから百珍』2200円・ＧＵ企画

◎お名前、お届け先（郵便番号、住所）、
連絡先お電話番号、ご注文品の書誌名、
冊数の必要事項を明記のうえ、下記ま
でＦＡＸでご連絡ください。
◎送料は、冊子小包・メール便共実費
でお送りさせて頂きます。基本的にメー
ル便は、一冊２１０円でお送り致しま
す。（メール便の到着は、発送してから
３～４日かかります。）お急ぎの方、そ
の他ご要望がございます場合はお気軽
に下記までお問い合せ下さいませ。
◎なお書籍お買上総計（税抜き価格）
が5,000円以上の場合は、送料をサー
ビスさせて頂きます。
★地方・小出版流通センター
ＦＡＸ：０３－３２３５－６１８２

以下ホームページでも各種情報提供を行なっております。ご利用ください。
http://www.bekkoame.ne.jp/̃much/
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［三省堂書店神保町本店４Ｆ̶センター扱い図書］※税込み価格

［ジュンク堂書店新宿店̶センター扱い図書］※センター出荷データより／税込み価格

(1)『東京かわら版　1月号』420円・東京かわら版　(2)『いのちの乳房』2625円・赤々
舎　(3)『河野裕子』1890円・青磁社　(4)『本と酒と俺　1号』500円・田中都麦　(5)『昭
和プロレスマガジン　22』1000円・昭和プロレス研究室　(6)『円周率100万桁表』
330円・暗黒通信団　(7)『山陰の古事記　謎解き旅ガイド』500円・今井出版　(8)
『ノー・フューチャー』2940円・洛北出版　(9)『生活考察　2』780円・辻本力　(10)
『まつろわぬもの』2940円・寿郎社

(1)『Ｂｏｎ　Ａｐｐｅｔｉｔ９』550円・Ｂｏｎ　Ａｐｐｅｔｉｔ　(2)『昭和プロ
レスマガジン　２２』1000円・昭和プロレス研究室　(3)『ＨＯＴ　ＣＨＩＬＩ　Ｐ
ＡＰＥＲ　Ｖｏｌ．６２』1500円・エイチ・シー・ピー　(4)『夜想　♯ベルメール』
1575円・ステュディオ・パラボリカ　(5)『超新撰２１』1890円・邑書林　(6)『人間
と気』1890円・どう出版　(7)『ハーブティー　その癒しのサイエンス』1365円・フ
レグランスジャーナル社　(8)『河野裕子』1890円・青磁社　(9)『肉体のアナーキズ
ム』4410円・グラムブックス　(10)『非モテ男のためのカッチリ系ファッション入門』
315円・暗黒通信団

売行良好書売行良好書売行良好書売行良好書売行良好書売行良好書
▼ 首都圏出版人懇談会設立２０周年
首都圏出版人懇談会は、関東地域を中心に１都７県
をフィールドとして出版を続けている出版社１７社
で構成される任意団体です。１９９０年（平成２年）
１２月の設立から２０１０年で２０周年を迎えまし
た。これまで主に、加盟社による「共同目録」の発
行、出版技術と経営の研鑽を目的とした研修会の開
催、首都圏各地の書店とタイアップしたブックフェ
ア開催等が実施されてきました。今年２０周年記念
事業として、以下のような企画が予定されています。
●明治大学図書館ギャラリーでの全出版物展示。
テーマ：関東の地域出版・全仕事～地域文化を耕す
　２０年の歩みとこれから～（仮）、入場無料、期
間は５～６月のうち約１ヶ月間。
●三省堂書店神保町本店での共同フェア。２０００
冊ほどの規模で、５～６月のうち約1ヶ月間。
因みに現在の加盟出版社は以下の通り。
神奈川県：有隣堂　２３０クラブ新聞社　かまくら
春秋社　江ノ電沿線新聞社　夢工房　東京都：けや
き出版　埼玉県：埼玉新聞社　さきたま出版会　幹
書房　まつやま書房　群馬県：あさを社　栃木県：
随想舎　茨城県：筑波書林　ＳＴＥＰ　千葉県：た
けしま出版　崙書房　福島県：歴史春秋社
また最近の刊行物では以下のようなものがありま
す。『西さがみの地名』（夢工房刊１２６０円）『市
民が選んだ　さいたま百景』（さきたま出版会刊
１８９０円）『水代官　山口鉄五郎』（随想舎刊
１８９０円）『会津人群像Ｎｏ .１８』（歴春秋社刊
１０５０円）『流山産業人国記』（崙書房刊３９９０円）
等々。


